
発行 : 株式会社 広田製作所 (執筆:黒岩 信吉 / 文責:広田 文雄)       026-245-1212 
〒382-0901 長野県須坂市大字小河原 3954-13                       https://www.hirotass.co.jp

2025年7月25日発行

Vol.54
HIROTA News Letter電子機器 設計・製造・販売

今回はAIエージェント（以下、AI）の後編として、製造業における具体的な活用事例、社会への影響、さらに利
用上の留意事項についてお伝えいたします。

1．生産計画の最適化

AIは、受注情報・在庫状況・作業員の配置など製造現場の多様なデータをリアルタイムで分析し、最適な生産スケ
ジュールを自動で立案します。これにより、工程間の調整ミスやリソースの非効率な割り当て、無駄な待機時間を削
減し、リードタイムの短縮や生産性の向上が実現されます。
2．資材・部品の調達支援
AIは、価格動向・納期・在庫水準・供給リスクなどを総合的に分析し、最適な発注タイミングや仕入先の選定を支

援します。さらに、過去の発注履歴や生産計画と連携して需要を予測することで、過剰在庫や欠品のリスクを回避し、
調達コストの削減、安定供給体制の構築、業務の属人化解消に貢献します。
3．品質検査の自動化
AIによる画像認識技術を活用した外観検査の自動化により、検査工程の省人化が進みます。さらに、蓄積された検

査データをAIが分析することで、不良の傾向や原因を特定し、不良率の低減や工程改善につなげることができます。
4．設備保全の高度化

センサーから取得される温度・振動・電流・音などのデータをもとに、AIが設備の異常兆候を検知し、故障の予兆
を高精度に予測します。これにより、突発的な設備停止を未然に防ぎ、稼働率の向上、メンテナンスコストの削減、
製品納期の安定化が可能となります。

長年、空想の世界で親しまれてきた「青い猫型エージェント」が、現実社会に姿を変えて登場した――そんな印象を抱
く方も多いのではないでしょうか。この革新技術を「使いこなす」か、それとも「使われてしまう」か。その分かれ道は、
私たち一人ひとりの理解と取り組みにかかっています。今後も進化を続けるAI技術と、どう向き合うかが問われています。

製造業における活用事例

社会への影響

1．労働市場の変化
AIの普及により、単純作業やルーチンワークの多くは代替されていく一方で、AIを活用・管理する「AIトレー

ナー」や「AI倫理監査人」など新たな職種の需要が予想されます。また、労働市場ではAIの浸透により人材の流動化

がさらに加速すると予想され、今後はAI技術の理解に加えて、適応力や新スキルの習得が重要となるでしょう。
2．意思決定の自動化

企業では、AIが複数の選択肢を提示し、人間がその中から選ぶという意思決定スタイルが普及しつつあります。日

常生活においても、買い物やスケジュール管理など、AIが判断を代行する場面が増えています。この利便性の一方で、
「何をAIに任せるか」「どこまでAIに任せるか」という線引きが新たな課題となります。
3．アクセシビリティの向上

AIは言語や技術的な壁を越えて、教育や医療といった基本的なサービスへのアクセス向上に寄与します。特に発展
途上国においては、情報格差の是正や支援体制の強化において大きな可能性を秘めています。
4．新しい社会関係の形成

AIが人間に代わって交渉やコミュニケーションを担うことで、人と人との直接的な関係が希薄化する可能性があ
ります。AIを介したやり取りが常態化することで、社会的なつながりや人間関係の再構築が求められる場面も増えて
くるでしょう。こうした変化は、人間社会の在り方そのものを見直す契機となる可能性を秘めています。

利用上の留意事項

1．プライバシー侵害のリスク

AIは、行動履歴や発言内容などの個人情報を継続的に収集・分析するため、データ漏洩や不適切な利用といったプ
ライバシー侵害のリスクを伴います。これに対応するため、透明性の高いデータ管理体制の整備と、取得・利用に関
する厳格なルールの策定が不可欠です。
2．倫理的責任の所在

AIが誤った判断を下した場合、誰が責任を負うのかという倫理的・法的な課題があります。特に医療や法務の分野
では、判断の誤りが重大な結果を招く可能性があるため、責任の所在を明確にする仕組みが必要です。

3．過度な依存による影響

過度なAI依存により人間の意思決定能力や創造性の低下が懸念されます。教育や子育てと

いった分野でも、AIの関与が人間の成長にどう影響するかが注目されています。
4．経済格差の拡大

AIの恩恵を受けられる階層と受けられない階層間で、新たな社会格差が生まれる可能性が
あります。各種技術のオープン化と、関連教育の平等な普及が求められます。
5．悪用リスク

AIが詐欺やサイバー攻撃、フェイク情報の拡散などに悪用されるリスクが指摘されていま
す。これらに対応するため、技術開発と同時に、法制度や倫理規範の整備が急務となります。 出典：ChatGPT作成
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